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	成 果 概 要
	１）参加人数（会員・非会員及び認定心理士の人数を記載してください）

会員　　２７　名（うち認定心理士　　１名）

非会員　　４　　名（うち認定心理士　０名）

２）集会等の目的・成果等

（実施内容・成果・将来計画等を用紙範囲内に記載してください）

実施内容：
日本心理学会第71回大会（東洋大学、9月18日）において、WS07「脈波の『ゆらぎ』を用いた精神健康度自己チェックの可能性―ダイナミカルシステム理論の応用」を実施。雄山真弓氏（関西学院大学）ならびに今西　明氏（関西学院大学）から「認知症やうつ病の早期発見に指尖脈波の非線形解析を行うことによって得られる、アトラクタの軌道の『ゆらぎ』を意味するリアプノフ指数が有効ではないか」という話題提供をいただき、指定討論者である千野直仁氏（愛知学院大学）、中川正宣氏（東京工業大学）ならびにフロアーの参加者とともに討論を行った。

成果：
現在、認知症の診断に関しては、曖昧、医師によって診断が異なる、早期発見が難しい、等々の問題が指摘されている。そのような中で、ダイナミカルシステム理論を使った指尖脈波の解析によって客観的な診断ができる可能性を指摘したことの意味は大きい。そして、精度を高めるためにはどのようなことを考えなければならないのか、といったことに関して貴重な意見の交換があり、今後の研究に有意義な指針が得られた。また、現在の心理学の社会への応用といったことに関しても、議論がなされた。
将来計画：

本研究会のメンバーを中心に、海外の研究者も含めて「心理学における

ダイナミカルシステム理論」についてまとめ、出版の予定である。


